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 ●仕事の基本を学び、組織や個人の能力を引き出す場を提供しています 
  ブレークスルー思考のホッパーモデルを作る（レクチャーの概略） 
   

１、ものの見方で問題解決の手順が違う 
  ２、２つのものの見方バラバラにしない 
  ３、デカルト思考からブレイクスルー思考へ 
  ４、プロセスとシステムで仕事がよく見える 
  ５、目的展開でムダな仕事を減らす 
  ６、目的展開からシステムホッパーをつくる 
  ７、セミナー風景 
 
 
 
 

 第１６回仕事の基本セミナー 

仕事をシステムとして捉える方法 
（部分最適化から全体最適化へ）  

         

ワークデザイナー 末広繁和（作成）

ブレイクスルー
思考手順 

・準備･目的確認 
・あるべき姿  
・解決策・調査 
・システム化  
・実施・確認  

デカルト
思考手順 

・準備･調査  
・分析・問題把握
・解決策 
・実施・確認  
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２、２つのものの見方 バラバラにしない 
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３、ブレイクスルー思考からデカルト思考へ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 (参照)企画計画学 日比野省三著 
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４、プロセスとシステムで仕事がよく見える（全体最適化） 
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５、目的展開でムダな仕事を減らす 
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６、目的展開からシステムホッパーをつくる 
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７、セミナー風景 

   
 ●ワークショップの手順 （拡げて、まとめて、絞り込む） 
  ワークショップ手順 

①着眼目的決める 
   ②入力を決める 
   ③出力を決める 
   ④処理を考える 
   ⑤環境を考える 
   ⑥人的媒体 
   ⑦物的媒体 
   ⑧情報媒体 
 
 
 
 ●わいわい 
  がやがや 
   やっています 

 


